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　　　褥瘡予防対策管理委員会　第10回　　定例委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録日：平成29年1月11日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：16:00～16:30

記　録：山内　佐江子
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

１．連絡事項

　・褥創発生した患者様、治癒、未治癒の患者様は、報告書が必要となりますので、提出してください。

　・褥創対策に関する診療計画書の対象となっている患者様は毎月評価してください。

　・1/27　立ち入り調査があります。各書類の不備のないようにしてください。

２．褥創発生者の確認と処置の評価　検討
＜東病棟＞新たな褥創発生者なし
＜南病棟＞・岩館　邦子様～(Ｈ28.4.5持込)仙骨部　　34点　八戸市民病院　皮膚科通院中

　エルタシン軟膏+ガーゼ保護　1回/日

(経管栄養中止、点滴24時間キープ中。血糖コントロール中でインスリン(ヒューマリンR)実施中。洗浄時出血ありガーゼにて圧迫止血している。ポケットは変わらない。)

・北向　みつる様～(Ｈ27.5.21持込)仙骨部　24点　改善　イソジンシュガーパスタ+ガーゼ保護

　　(入院時より褥瘡あり。経管栄養実施中(CZ-Hi6本/日)。処置継続中。)

・和田　すゑ様～(Ｈ28.5.30発生)尾骨部　　16点　改善傾向　アズノール+ガーゼ保護

　　(栄養状態は改善している。創部は縮小している。処置2回/日実施。)

・高橋　礼子様～(Ｈ28.8.1発生)仙骨部　10点　デュオアクティブ

(臥床時間を設け、体位変換実施している。食事は全量摂取できている。)

・佐々木　助一様～(H28.5.16発生)　右臀部　　　　　　　　　　　　　　　H28.12.13治癒

　　　　　　　　　(H28.12.19発生)　左下肢　6点　アズノール軟膏＋ラップ保護

　　　　　　　　　　(車椅子離床時はレッグウォーマー着用。食事直前に離床促している。)

　　　　　　　　　(H28.12.26発生)　肛門　　8点　アズノール軟膏＋ラップ保護

　　　　　　　　　　(1cm×1cm、0.4cm×0.5cmの2ヶ所の表皮剥離あり。改善している。)

　　　　　・百澤　豊子様～(H28.12.9発生)右臀部　9点　デュオアクティブ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 左臀部　8点　デュオアクティブ　　　　　H28.12.27治癒

　　　　　　　　(変形性膝関節症により体動困難となった。また発熱が続いており、ADL低下していた。

食事各食1/2～1/3の摂取。厚い体圧分散マットレスへ変更している。)

　　　　　・金田　勇治様～(H28.12.15発生)　背部　6点　　　　　　　　　　　　　　H28.12.27治癒

アズノール軟膏＋ラップ保護→デュオアクティブへ変更

　　　　　　　　(栄養状態悪いため、H28.12.18よりMA-8プラス　1本/日開始。体位変換実施している。)

　　　　　・堀込　孫四郎様～(H28.12.21発生)　右大転子部　8点　アズノール＋ラップ　H28.12.27治癒

　　　　　　　　(大きさ1cm×0.7cm　発赤持続している。悪化はなし。)

　　　　　・中川原　一夫様～(H28.12.27発生)　仙骨部　10点　デュオアクティブ

　　　　　　　　　(肺炎繰り返しているため経管栄養止め、点滴24時間キープ中。仙骨部突出あり。

壊死組織あり、悪臭はない。厚い体圧分散マットレス使用中。仰臥位禁止している。)

　　　　　・関川　良雄様～(H28.12.28発生)　右踵部　9点　ゲーベン＋ガーゼ保護

　　　　　　　　　(浸出液なく改善傾向。夜間帯は挙上し、体交枕依頼している。)

＜西病棟＞新たな褥創発生者なし

＜北病棟＞・水梨　礼子様～(H28.12.14発生)　仙骨部　エルタシン軟膏＋ガーゼ保護　　H28.12.29治癒

＜南山苑＞・工藤　豊様～(H27.7.24発生)　尾骨部　6点　イソジンシュガー＋ガーゼ保護

(良性肉芽形成され、創が縮小。深さは同じ。)

(H28.8.8発生)　左踵部　5点　12/28～ゲーベン＋ガーゼ保護
(改善傾向。壊死組織除去。良性肉芽形成されている。浸出液少量。)

・前川原　トミエ様⇒身体症状悪化のためH29.1.10退所となり未治癒

(H28.6.27発生)　左第1趾　24点　12/14～ブロメラインへ処置内容変更

(悪化傾向。壊死組織あり、周囲発赤、悪臭あり。)

(H28.10.3発生)　右第1趾　14点　ブロメライン＋ガーゼ保護

　　　　　　　　　　(黒く硬い壊死組織あり、12/14～処置内容変更により柔らかい壊死組織。浸出液少量。)

(H28.10.12発生)　仙骨部　7点　ゲーベン＋ガーゼ保護

(改善傾向。壊死組織除去。浸出液なし。炎症なし。)

(H28.11.30発生)　左腸骨部　17点　ゲーベン+ガーゼ保護
(創は縮小、浸出液も少量となっているが、黒色（硬い）壊死組織あり。)

(H28.11.30発生)　左大転子部　27点

黒色・黄色組織はブロメライン＋他部分はゲーベン＋ガーゼ保護
　　　　　　　　　　　(悪化傾向。黒色（硬い）と黄色（柔らかい）壊死組織あり。周囲の炎症、悪臭あり。)
(H28.12.14発生)　新規　右腸骨部　7点　　12/31　17点　ゲーベン+ガーゼ保護
　　　　　　　　　　　　　(大きさ2.0ｃｍ×3.0ｃｍ12/14褥瘡発生にて処置開始となる。12/31発生時より悪化傾向。黒色（硬い）、周囲炎症（発赤）あり。)

(H28.12.14発生)　新規　12点　(12/31　17点)　ゲーベン+ガーゼ保護
　　　　　　　　　　　　(大きさ3.5ｃｍ×2.5ｃｍ12/31発生時より悪化傾向。黒色（硬い）壊死組織あり。浸出液少量。)

・下町　サン子様～(H28.8.25持込)　左大転子　20点　

イソジンシュガー+こめガーゼ+大きめのガーゼ

　　　　　　　　　　　　(大きさ　10.5×6.5cm程　　深さ⇒0.3cm程浸出液少量。ポケット入り口の縮小

あり。ガーゼ多めに入れている。)

・沼畑　すみ子様～(H28.10.19発生)　左踵部　15点　ゲーベン+ガーゼ

　　　　　　　　　　　(黒色組織（壊死組織）あり、12/14～アズノールからゲーベンへ処置内容変更。

一度壊死組織除去したが、一部黒色組織できている。創部縮小、周囲炎症なし。)
＜南寿の里＞新たな褥創発生者なし

＜五福＞新たな褥創発生者なし
※次回　定例委員会

2月1日（水）16:00　病院2階会議室
